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この取扱説明書の内容は、製品を安全に正
しくお使いいただき、お客様の危害や損害
を未然に防止するためのものです。�
表示記号の内容を良く理解したうえで、本書
の内容（指示）にしたがってください。�

取扱いを誤った場合に、
使用者が死亡または重
傷を負うおそれのある
内容を示しています。�

取扱いを誤った場合に、
使用者が中・軽傷を負
うおそれのある内容、
または物的損害のおそ
れがある内容を示して
います。�

取扱いを誤った場合に、
製品の損傷または故障
のおそれがある内容を
示しています。�

説明の内容で知ってお
くと便利なことを示し
ています。�

このたびは、当社製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。�

●製品を安全に正しくお使いいただくために、ご使用にな
る前にこの取扱説明書を最後までお読みください。�

　お読みになったあとは、たいせつに保存してください。�

警告�

注意�

お願い�

補足�

安全に関する記号� 記号の意味�
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1　安全のために必ず守ってください�

●降雪、大雨またはそれが予想される場合はキャン
バスを巻き取ってください。�
　※小雨程度ならそのままの状態でオーニング下の
　スペースを活用できます。�

●前枠やキャンバスに、ものをぶら下げたり荷重を
かけたりしないでください。�
　落下・破損のおそれがあります。�

●キャンバスを駆動させる前に、障害物が無いか確
認してから操作をしてください。�

●分解・改造はしないでください。�
　事故、故障の原因になります。�

●コントローラー等の電動装置内の配線にはふれな
いでください。�
　感電する危険があります。�

●仕様に表記された電流・電圧以外の電源は使用し
ないでください。�
　火災、感電の危険があります。�

注意�

注意�

注意�

注意�

注意�

注意�

キャンバス�
前枠�
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●濡れた手でスイッチを操作しないでください。�
　手を良く拭いて使用してください。�
　感電する危険があります。�

●キャンバスはたるみなく張ってください。�
　※キャンバスのたるみが直らず水がたまってしま
　う場合は、必ず購入先に連絡し、直してもらっ
　てください。�
　　多量の雨がたまると製品が落下するおそれがあ
　ります。�
　※製品に水がたまったままの状態で操作すると、
　一度に多量の水が流出します。�
　　通行人や品物など周辺にかからないようゆっく
　り操作してください。�

●電動の場合、モーターやスイッチなど電動関連部
分に水をかけないでください。�
　感電・漏電のおそれがあります。�

●製品に電源コードを巻付けないでください。�
　感電・漏電のおそれがあります。�

注意�

注意�

注意�

注意�

キャンバス�

モーター�

スイッチ�
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1　安全のために必ず守ってください　つづき�

●強風（１０m /秒）のとき、又は突風が予想されると
きはキャンバスを巻取ってください。�
　あおられて破損するおそれがあります。�

●雪や落ち葉等などがキャンバスの上に積もってし
まった場合は、必ず取除いてから巻取ってください。
故障の原因になります。�

●夜間や留守の場合は、必ずキャンバスを巻取って
おいてください。�
　気象の変化などで故障するおそれがあります。�

●雨や雪・結露など、製品に付着した水分が凍結し
ている場合は、溶けるまで操作しないでください。
故障の原因になります。�

●手動式の場合、キャンバスを下巻きにしないでく
ださい。正常に巻取れず破損の原因になります。�
　（操作方法参照）�

●雨などでキャンバスが濡れた場合は、傘と同じよ
うに天気の良い日に開いて乾かしてください。�
　カビの発生や汚れの原因になります。�

●キャンバスはこまめにお手入れしてください。�
　汚れがひどいと生地の老化が早くなります。�
　また、キャンバスは3～5年を目安に交換すること
をおすすめします。�

お願い�

お願い�

お願い�

お願い�

お願い�

お願い�

お願い�

キャンバス� 葉の�あ�る�低木�が�ゆ�れ�は�じ�め�る�。�池�や�沼の水面�に�波�頭�が�立�つ�。�

大�枝�が�動�く�。�電�線�が�鳴�る�。�か�さ�が�さ�し�に�く�い�。�

樹木全体�が�ゆ�れ�る�。�風�に�向�っ�て�は�歩�き�に�く�い。�

小�枝�が�折�れ�る�。�風�に�向�っ�て�は�歩�け�な�い�。�(小型台風)

■地上�に�お�け�る�風�速�の�目�安�※�突�風�の�目�安�で�は�あ�り�ま�せん。�

8

10

13

15

風圧�（m/秒）� 現　象�

上巻き� 下巻き�

キャンバス�

キャンバス�
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AC電動式�

［操作方式：AC スイッチタイプ］�

［操作方式：リモコンタイプ］�

手動式�

停�

開�

閉�

入�切�

開�閉�

ACスイッチ�

　ACケーブル�
（モーター中継用）�

　ACケーブル�
（電源中継用）�

風力センサー�
オプション�

押しボタン�
オプション�

リモコン送信器�

上カバー�

キャンバス�
クランクハンドル�

手動ギア�

上カバー�

本体キャップ�

本体キャップ�

取付ベース�

取付ベース�

前枠�

前枠�

アーム�

アーム�

取付ベース�

コントローラー�

アーム�

キャンバス�

前枠�

本体キャップ�

2　各部の名称�



3　使用方法�

3ー1　手動式の操作�

3ー2　AC電動式［操作方式：AC スイッチタイプ］の操作�

手動ギアにクランクハンドルを掛けて回してください。�

�

　張出す・・・「左」にまわしてください。�

　巻取る・・・「右」にまわしてください。�

1  ［閉/開］スイッチを［開］�
　にしてください。�

1  ［閉/開］スイッチを［閉］�
　にしてください。�

2［切/入］スイッチを［入］�
　にしてください。�

2 ［切/入］スイッチを［入］�
　にしてください。�

　途中停止させる時は、�
［切/入］スイッチを［切］�
　にしてください。�

　途中停止させる時は、�
［切/入］スイッチを［切］�
　にしてください。�

張出す場合　　　　　　　　巻取る場合�

切�入�

開�閉�

切�入�

開�閉�

切�入�切�入�

切�入�

開�閉� 閉�

切�

開�

入�

閉�開�

閉�開�

「張出す」�

「巻取る」�

「右」� 「左」�

手動ギア�
クランクハンドル�

「巻取る」�
「張出す」�

ACスイッチ�
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●作動中に逆方向への「閉/開」スイッチの操作はおやめください。�
　｢切/入｣スイッチを｢切｣にして一度停止させてから操作をしてください。�
●キャンバスは所定の位置まで張出した状態でご使用ください。�

注意�



3ー2　AC電動式［操作方式：リモコンタイプ］の操作�
1  ［開］ボタンを２回押してください。�
　　　　　（ダブルクリック）�

1  ［閉］ボタンを２回押してください。�
　　　　　（ダブルクリック）�

　途中停止させる時は、［停］ボタンを押してください。（１回）�

張出す場合　　　　　　　　　　　　　巻取る場合�

開�

閉� 停�
TOEX

開�

閉� 停�
TOEX

開�

閉� 停�
TOEX

カチ�

［停］ボタン�

［開］ボタン� ［閉］ボタン�
カチカチ�

カチカチ�

張出す�

巻取る�
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3ー3　押し釦（オプション）の操作�

1  付属のキーをロック片に差し込み、左にまわしてカバ�

　ーを開けます。�

�

�

2  開ボタンスイッチを押してください。�

　・途中で停止させるときは、停ボタンスイッチを押し�

　　ます。�

�

�

3  カバーを閉じ、付属のキーをロック片に差し込み、右�

　にまわしてカバーをロックします。�

別売り品で押し釦をお求め頂いたお客様は、�
リモコン送信器とは別に開閉操作ができます。�

（1）キャンバスを張出すとき。�

ロック�

キー� ロック片�

解除�

開ボタンスイッチ�

押し釦�

停ボタンスイッチ�
停�

開�

閉�

「張出す」�

●｢開または閉｣ボタンを2回押す間隔は2秒以内で行ってください。�
●安全上｢停｣ボタンに限り1回押すだけで送信されるようになっています。�
●キャンバスは所定の位置まで張出した状態でご使用ください。�

注意�
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3ー3　押し釦（オプション）の操作 つづき�

1  付属のキーをロック片に差し込み、左にまわしてカバ�

　ーを開けます。�

�

�

2  閉ボタンスイッチを押してください。�

　・途中で停止させるときは、停ボタンスイッチを押し�

　　ます。�

�

�

3  カバーを閉じ、付属のキーをロック片に差し込み、右�

　にまわしてカバーをロックします。�

（2）キャンバスを巻取るとき。�

ロック�

キー� ロック片�

解除�

停ボタンスイッチ�
閉ボタンスイッチ�停�

開�

閉�

「巻取る」�

押し釦�

●作動中に逆方向への「開」または「閉」ボタンスイッチの操作はおやめください。�

  「停」ボタンスイッチを一度押してから、次のボタンスイッチを押してください。�

注意�
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3ー4　リモコン送信器（オプション）の追加登録�

②リモコン受信器の登録スイッチを押します。（A図参照）�

　・電源表示灯が点滅（緑色）します。（A図参照）�

　・リモコン送信器は、最大16個が「登録可能」です。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

③リモコン受信器の近くで、登録するリモコン送信器の�

　「停」ボタンを押します。（B図参照）�

　・リモコン受信器の受信確認灯「停」が点灯（赤色）し、�

　　送信器登録が完了します。（C図参照）�

�

④リモコン送信器の登録完了後、リモコン受信器の登録�

　スイッチを押して登録または電源表示が「点灯」に変わ�

　るまで待ちます。（D図参照）�

　・電源表示が「点灯」になり、受信器登録が完了します。�

リモコン送信器を増やす場合、初期スイッチは「ON」の状態で登録してください。�

初期スイッチ�

リモコン受信器�
操作部�

登録�

開　停　閉　電源�

受信�
OFF ON

A図�

電源表示灯（点滅⇒点灯）�

押す�

登録�

開　停　閉　電源�

受信�
OFF ON

登録�

B図� C図�

D図�

受信器の近くで�

リモコン送信器�

開　停　閉　電源�

受信�
OFF ON

電源表示灯（点滅⇒点灯）�

電源表示灯（点滅）�
受信確認灯（点灯）�

押す�

�

① 追加登録は、リモコン受信器のA部にある透明なフタ�

    を取外した内側の、リモコン受信器操作部で行います。�

リモコン受信器�A部�

●リモコン送信器を増やす場合、初期スイッチは絶対に動かさないでください（｢ON｣側のままで固定）。�
　｢OFF｣にすると、登録がすべて抹消され、リモコン受信器での操作はできなくなります。�
　受信器への登録は、必ず電源表示が｢点滅している1分間｣に操作してください。�
�

●別売品のリモコン送信器をお求め頂いたお客様は「追加登録」をしてください。�

お願�い�

注 意�
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開�

閉�

停�

TOEX

開�

閉� 停�TOEX

3ー5　ご注意とお願い�

●リモコン送信器を床に落としたり、衝撃を�

  与えないでください。�

  破損するおそれがあります。�

●リモコン送信器は生活防水構造になっていま�

  すが、雨でぬれる場所またはぬれた物の上に�

  置かないでください。�

  故障するおそれがあります。�

●リモコン送信器を温度が50度以上になるような、炎天下のデッキの上などには放置しないでください。�

  故障するおそれがあります。�

�
●リモコン送信器の実用到達距離は約10mですが、周囲の状況により到達距離が短くなることがあります。�
●リモコン送信器の電池が消耗したとき、作動しないことがあります。�
●リモコン送信器の押しボタンスイッチを0.3秒以上押していない（一瞬ふれた程度）のときは、作動�

  しないことがあります。�

開�

閉�
停�

TOEX

リモコン送信器について�
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1  リモコン受信器の裏側のネジ（2箇所）を精密ドライバ�

　ー等ではずします。（図1参照）�

�

2  リモコン送信器の裏側のケースをはずし古い電池を取�

　り出します。（図2参照）�

�

3  新しい電池は「＋マーク」が見える向き（上側）にはめ�

　込みます。（図3参照）�

�

4  はずしたケースを取付けます。（図1参照）�

�

�

リモコンの到達距離が短くなったり、動作表示灯が点灯しなくなるなどの兆候があった場合は、速や�

かに新しい「リチウム電池CR2032」とお取り替えください。�

電池寿命は、1日10回（開・閉・停いづれか1操作/回）使用にて約5年です。�

キャンバスの交換、各部の調整を希望される場合には、お買い上げの販売店（工事店）�

または、｢お客様相談センター｣にお問合せください。�

4ー1　リモコン電池の交換�

4ー2　キャンバスの交換および調整�

精密ドライバー（＋）�

リモコン送信器裏側�

裏側ケース�

古い電池�

CR2032�
リチウム電池�

図1 図2

図3

4　調整および交換方法�

●電池の極性を確認の上セットしてください。�
●電池交換の際は、水分やほこり等が入らないようにご注意ください。�
　また、回路部に触れぬようにご注意ください。�

注意�
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5　お手入れについて�
●汚れがひどい場合には、中性洗剤をうすめた液で汚れを落とした後で、洗剤が残らぬようよく水洗い�

 をし拭き取ってください。�

�
●電動装置には電装部品が内蔵されていますので、直接水道ホースなどで水洗いをしないでください。�

 ぞうきんなどで汚れを軽く拭き取ってください。�

�
●シンナー・ベンジンなどの有機溶剤は使わないでください。塗料がはげたりすることがあります。�

�
●あやまってキズをつけた場合、当社純正補修塗料で補修してください。�

 放置すると腐食の原因となります。�
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6　修理を依頼する前に�

開閉の範囲に障害物がありませんか。� 障害物を取り除いてください。�

配電盤等のブレーカーがOFFになっ�
ていませんか。�

ブレーカーをONにする。�

停電ではありませんか。� 復旧するまでお待ちください。�

本体の近くに障害物がありませんか。� スイッチを切り、障害物等があるか�
確認してください。�

頻繁に操作をしましたか。� モーターの安全装置が作動します。�
15分程度休ませてください。�

リモコン送信器の電池が消耗してい�
ませんか。（動作表示灯が点灯して�
いますか。）�

新しい電池に交換してください。�
（10ページ参照）�

リモコン送信器の押しボタンを０.３�
秒以上押していますか。�

必ず０.３秒以上押してください。�
（9ページ参照）�

２台以上のリモコン送信器から同時�
に発信していませんか。�

同時に発信しないでください。�

操作位置がアンテナから遠すぎませ�
んか。�

１０m以内で操作してください。�

リモコン送信器が受信器に登録され�
ていない。�

リモコン送信器を登録してください。�
（8ページ参照）�

コントローラーの電源が、OFFにな�
っていませんか。�

コントローラーの電源を、ONにし�
てください。�

頻繁に操作をしましたか。� モーターの安全装置が作動します。�
１５分程度休ませてください。�

手動（クランクハンドル）操作で�
作動しない�
�

故障かなと思われたとき、修理を依頼する前にお調べください。�

直らなかったときには、修理を依頼ください。�

スイッチ操作しても作動しない�
（AC電動式のスイッチタイプ）�

リモコン操作しても作動しない�
（AC電動式のリモコンタイプ）�

このようなとき� 原　因� 処　置�

リミッタ－の調整に問題がある。� 施工店、最寄りの支店・営業所ま�
でご相談ください。�

所定の可動範囲で正しく動か�
ない�
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7　保証と修理�

●製品に異常が生じたときは使用を中止し、お買い上げの販売店�（�工�事店�）�にご連絡ください。�
●修理に関するお問い合わせは、お買い上げの販売店（工事店）または、「お客様相談センター」にお問い合わ�
せください。�

●修理を依頼されるときは、下記のことをお知らせください。�

●消耗品は寿命があり、有償修理となります。�

故障の状況�

製　品　名�

施　工　日�

施 工 店 名�

できるだけ詳しく�

年　　月　　日�

ご　氏　名�

ご　住　所�

電 話 番 号 �

そ　の　他�

（1）保証書について�

（2）保証期間�

（3）修理について�

●保証期間内でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。�

お願�い�

●保証書は必ず施工店名、施工日などの所定事項を確かめて施工店からお受け取りください。�
●保証書記載内容を確認のうえ、大切に保管してください。�

電 装 部 品 �　   無　料�

施工完了�日�（お�引渡�し�日�）� 1年� 2年�

有　　　　　 料�
電装部品以外� 無　　　　　 料� 有　料�
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8　別売り品�
下記のような別売品がありますので、目的に合わせてご利用ください。�

　　　●リモコン送信器（LPT89）�

　  送信器を増やしたいとき、あやまって破損・損失したときにお申し込みください。�

　　　●押し釦セット（LPT84）�

　  リモコンタイプで、押し釦での操作も必要な場合にお申し込みください。�

　　　●風力センサーセット（LPT83）�

　  強風下での、安全性確保の補助装置としてご利用ください。�

　　　●交換用キャンバスセット�

　  ご希望のキャンバス色を確認いただき、施工店様に交換工事をご依頼ください。�

9　仕様�

　　項　目　　　　　　　　　　　　仕　様�

入　力　電　圧　　　　　　　AC100V（50 / 60Hz）�

消　費　電　力　　  　　　　　　　 150W�

消　費　電　流　　　　　　　　　　　1.5A�

周　囲　温　度　　　　　　　  －10℃～＋50℃�

開　閉　時　間　　　　　　　　　　約30秒�

操　作　方　法　　　スイッチ、リモコン、押し釦（オプション）�

リモコン到達距離　　　10m（周囲の環境で到達距離が短くなる�

　　　　　　　　　　　　　ことがあります。）�

AC電動式�



取説コード 

UE013
LPT820977C�
200002A�

201210F＿1001

ご住所� 住所・店名�

お名前�

電　話�

電話　　　　 （　　）�様�

（　　　　　）�

印�

　　　年　　　月　　　日�

対　象　部　品� 期間（お引渡し日より）�

 �

本　　　　 体�   2 ヶ 年 �

但し木材部品�   1 ヶ 年 �

製造No.�
（商品名シールNo.）�

お引渡し日�

お客様�

保　　証�
期　　間�

施
�　
�工
�　
�店
�

ガーデンハット　保証書�
本書はお引渡し日から左記期間中故障が発生し�
た場合には、本書記載内容で無料修理を行うこと�
をお約束するものです。詳細は下記記載内容をご�
参照ください。�
※お引渡し日、お客様名、施工店名及び製造No.が不�
　明の場合は、保証しかねますので施工店に必要事�
　項の記入をご依頼ください。又本書は再発行致しま�
　せんので大切に保管してください。�

1.　保証者�
株式会社LIXIL

2.　保証の対象者�
当該商品の所有者�

3.　対象商品�
TOEXブランドで販売しているエクステリア商品�

4.　保証内容�
取扱説明書・表示ラベルまたはその他の注意書きに基づく適�
正なご使用状態で、保証期間内に発生した不具合について�
は、下記に例示する免責事項を除き、無料修理いたします。�

5.　保証期間�
当該商品の施工完了日（お引き渡し日）から起算して２年間。�
（電装部品及び木製部品については１年間）ただし、施工を伴�
わない商品についてはご購入された日から起算して１年間。�

6.　免責事項�
保証期間内でも、次の様な場合には有料修理となります。　�
①取付説明書や表示ラベル、カタログなどに記載された施工・�
　取り付け方法から逸脱したことに起因する不具合（例えば、�
　腐食促進のおそれがある海砂・急結材等を使用したモルタ�
　ルによる腐食、基礎寸法や取り付け寸法違いなどによる性�
　能低下など）。�

②取扱説明書や表示ラベル、カタログなどに記載された使用�
　方法からの逸脱及び適切な維持管理を行わなかったことな�
　どに起因する不具合（例えば、中性洗剤以外のクリーニング�
　剤を使用したことによる変色や腐食、雪下ろしや操作上の�
　注意などの注意シール内容の不励行による破損など）。�

③表示された商品の性能を超えた性能を必要とする地域や�
　場所に取付けられた場合の不具合（例えば、積雪強度、�
　耐風圧強度、寒冷地での作動性や凍結に起因する不�
　具合など）。�

④建築躯体や、外構工事、土間工事、電気工事などの�
　商品以外に起因する不具合。�
⑤商品又は部品の経年変化（使用に伴う消耗・摩耗な�
　ど。木製品の反り、ひび割れ、節抜け、ささくれ、変色、ネジ、ボ�
　ルトの緩みや釘の浮きなど）や経年劣化（樹脂部分の変質・�
　変色など）またはこれらに伴う不具合、および電池・電球など�
　の消耗品の損傷や故障。�
⑥自然現象や住環境に起因する結露、樹液の染み出しなどに�
　起因する不具合（例えば、結露による凍結、かび、さび発生、�
　樹液によるコンクリート壁面などの汚れなど）。�
⑦環境が特に悪い地域又は場所に取付けられたことに起因�
　する腐食及び不具合（例えば、海岸地帯での塩害や大気�
　中の砂塵・煤煙・金属粉・亜硫酸ガス・アンモニア・車の排気�
　ガスなどの付着によって起きる腐食や塗装剥離、異常な高�
　温・低温・多湿による不具合など）。�
⑧天災その他の不可抗力（例えば、暴風、豪雨、洪水、高潮、�
　地震、地盤沈下、落雷、火災など）により商品の性能を超え�
　る事態が発生した場合の不具合。�
⑨実用化されている技術では予測不可能な現象またはこれ�
　が原因で生じた不具合。�
⑩犬、猫、鳥、ねずみ、虫などの小動物の害、又はつるや根など�
　の植物の害による不具合。�
⑪使用者や第三者による不当な修理や改造（必要部品の取�
　外し含む）に起因する不具合。�
⑫本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合、�
　又は使用目的と異なる使用方法による場合の不具合。�
⑬犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合。�

※保証期間経過後の修理・交換などは有料といたします。�
※本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものでは�
　ありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明�
　の場合は、お客様相談室にお問い合せください。�

〒136-8535  東京都江東区大島2-1-1�

・�商品�の�ご�購�入�・�使い�方�な�ど�のご�相談�
・�有�償で�の修�理�と�部品�の�ご�購入�

0120-126-001 Fax �03-3638-8447�
受付時間‥‥�月～金 9：00～18：00（祝祭日、年末年始、夏期休暇等は除く）�

商品改良�の�た�め�、�予�告�な�し�に�仕様の変�更を�行�う�場�合�が�あ�り�ま�すの�で�ご�了�承�く�だ�さ�い。�

お�客様相�談�セ�ン�タ�ー�

※�当社は、当社商品のユーザー様及び流通業者様等の皆様の個人情報を商品納入や商品保証書を通じて取得し、将来にわた�る�
品質保証�、�メンテナンスその他の目的のために利用致します。当社の個人情報の取り扱いについて詳しくは当社ホームページ�の�
 『プライバシーポリシー』(�http://www.lixil.co.jp/privacy/) をご覧下さい。�
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